
学位論文審査基準 

 

危機管理学研究科では、ディプロマポリシーに基づき、以下の項目について学位論文を  

評価する。 

 

危機管理学研究科修士課程 

 

１．学位論文としての体裁が適切であること。 

２．学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果であること。 

３．論文の内容が新規性や独創性を有していること。 

４．危機管理に寄与する内容を含むこと。 

５．論理的説明能力、研究分野に関連する幅広い専門的知識、学術研究における倫理性を

有していること。 

 

危機管理学研究科博士課程（後期） 

 

１．学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果であること。 

２．論文の内容が新規性や独創性を有し、学問の発展に貢献できる内容を含むこと。 

３．環境、動物、災害、社会、医療技術の分野のうち、複数の分野にまたがる危機管理に

関する新たな提案・提言が行われていること。 

４．研究成果の論理的説明能力、研究分野に関連する高度で幅広い専門的知識、学術研究

における高い倫理性を有していること。 

５．論文を構成する主要部分が、専門的な学術雑誌等に掲載される水準にあること。 


